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１ はじめに  

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号。以下「法」

という。）の一部改正により、平成２０年４月からすべての教育委員会がその権限に

属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないことになりま

した。（法第２７条第１項） 

この報告書は、飯能市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が法の規定に基

づき、毎年度教育行政の基本方針として定めている「飯能市教育行政の重点施策」に

関し、平成２５年度に重点的に取り組んだ事業について、点検及び評価を実施した結

果をとりまとめたものです。 

 

２ 点検評価の基本方針  

（１）目的 

教育委員会では、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について自ら点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、市民に公表

することとしています。 

この点検及び評価は、より効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民に対

する説明責任を果たしていくことを目的に実施するものです。 

 

（２）点検評価の対象及び方法 

教育委員会では、毎年度「飯能市教育行政の重点施策」を定めています。この重

点施策は、教育委員会がその年度に重点的に取り組むべき施策として定めているも

のです。 

この重点施策に基づき各所管で事業を展開し、その事業の成果等について教育委

員会が定めた基準に基づき、教育委員会が自ら点検及び評価を実施するものです。 

また、点検及び評価を通じて事業の成果等を明らかにするとともに、課題や今後

の取組の方向性を明確にすることを目的としています。 

点検及び評価の実施に当たっては、評価の客観性を確保する観点から学識経験者

等の知見の活用を図ることが法に規定されており（法第２７条第２項）、これを受

けて教育委員会では、平成２６年７月１７日に「飯能市教育行政の重点施策の評価

会」を開催し、駿河台大学の教授から評価結果に対するご意見をいただきました。 
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＜飯能市教育行政の重点施策の評価会＞ 

開 催 日：平成２６年７月１７日（木） 

開催場所：飯能市役所本庁舎別館 会議室３ 

出席学識経験者：駿河台大学 

         法 学 部 教 授  秋池 宏美 

         経済経営学部教授  市川 紀子 

 

３ 飯能市教育行政の重点施策について  

飯能市教育委員会では、平成２５年度に取り組むべき重点施策を以下のとおり定め

ました。 

なお、重点施策の該当項目の最後に、各所属が掲げている平成２５年度の事業名と

結果を表記しました。 

 

 

＜平成２５年度飯能市教育行政の重点施策＞ 

基本理念 「共に学び 未来を拓く 人づくり」 

目   標 「飯能を愛し、夢や希望をもち明るく元気に学び実践する人づくり」 

合 言 葉  「共育」 －自主・責任・連携－ 

 

基本方針    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 生きる力を育成する学校教育に取り組みます。 

Ⅱ 安心・安全な学習環境づくりに取り組みます。 

Ⅲ 地域の特色を生かした体験を重視し、家庭・地域と連携した 

教育に取り組みます。 

Ⅳ 「生涯学習のまち・飯能」を目指して取り組みます。 

Ⅴ  スポーツ・レクリエーションの振興に取り組みます。 



 3 

Ⅰ 生きる力を育成する学校教育に取り組みます  

１ 生きる力を育む教育指導の充実 

（１）確かな学力を育む教育の充実 

①「わかる喜び・できた喜び・成長した喜びを実感させられる授業づくり」の推進 

・新学習指導要領の完全実施を着実に進めます。 

・Ｋ４ＫＩＤ宣言※に基づき、指導内容・指導方法の更なる工夫改善を進めます。 
※Ｋ４ＫＩＤ宣言とは、学校と家庭・地域が連携して取り組むことを目指した、飯能市独自の学力向上

のための宣言。授業改善の視点Ｋ４（課題・活動・確認・価値）と家庭での取組ＫＩＤ（家庭学習・

あいさつ・読書）を明示した。 

② 学習状況を把握し改善に向けた取組の推進 

・「全国学力学習状況調査」「埼玉県小・中学習状況調査」「教育に関する３

つの達成目標」等の結果の分析に基づく学習改善を進めます。 

・Ｋ４ＫＩＤ宣言に基づき、読書活動を重点に、学校と家庭が連携した学力の

向上の取組を推進します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 92%＞ ＜Ｂ評価＞

H21からの継続目標 達成目標である95％に
近い結果が得られたた
め概ね期待どおり。

学力向上プロジェク
トの推進

関連する事業

学校教育課・教育センター 学力の向上

事
業
名

○「教育に関する３つの
達成目標」
・読み書き
　小93.7％、中91.3％
　小中達成率92.5%
・計算
　小95.1％、中89.6％
　小中達成率92.4%

・飯能西中で20回研究授
業・34人指導者派遣
・小４向け算数ワーク
シートの作成・全児童配
布
・Ｋ４校内研修プログラ
ムを10校で実施（来年度
で全校実施予定）

 

 

（２）社会の変化に対応した教育内容の充実 

① 伝統と文化を尊重する教育の推進 

・郷土学習資料「私の誇るふるさと 飯能」の活用を各校の年間指導計画に位

置付け、郷土を愛する心の育成を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率98%＞ ＜Ｂ評価＞

H23からの継続目標

郷土を愛する教育の
推進

関連する事業

学校教育課・教育センター 飯能を好きな（誇り
に思う）児童の育成

事
業
名

○飯能を好きな（誇りに
思う）児童
　５年生：70.8％
（前年比△6.8％）
　達成率94.4％達成
　６年生：76.7％
（前年比＋4.0％）
　達成率102.3％
小中合計：達成率98.4％

・郷土学習資料「私のふ
るさと飯能」活用事例集
第２版３月配布予定

飯能を好きな児童が
育っており期待どお
り。

 



 4 

② 国際理解教育の推進 

・豊かな国際性を身に付ける国際理解教育を進めます。 

③ 環境教育の推進 

・すべての学校で学習林を活用した学習を進めます。 

④ 情報教育の推進 

   ・情報機器を整備し、情報活用能力と情報モラルの育成を進めます。 

・教育機器を活用した授業づくり、テレビ会議システムを活用した授業づくり 

 を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率155%＞ ＜Ｓ評価＞

H24からの継続目標 授業実践校から高い満
足度の評価が得られ、
期待を上回る。

教育機器を活用した
授業づくりの推進

関連する事業

学校教育課・教育センター テレビ会議を活用し
た授業の導入

事
業
名

○授業実践実施校の年度
末評価において、肯定評
価93.1％

 

⑤ キャリア教育の推進 

・生き方指導としての進路指導・キャリア教育を進めます。 

 

（３）心の教育の充実 

① 人権教育の推進 

・基本的人権を尊重する教育を進めます。 

・「飯能市いじめゼロ子ども会議」をはじめ、いじめの根絶に向けた取組を進 

 めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標

いじめの根絶に向け
た取組の推進

関連する事業

学校教育課・教育センター  飯能市全体としてい
じめ根絶に向けた取
組の推進

事
業
名

○第２回「飯能市いじめ
ゼロ子ども会議」実施
後、児童会・生徒会等の
取組を
・各校が学校だより等で
保護者・地域に発信
・全校の取組を冊子にま
とめ、各校に配布

会議に基づいた各校の
取組を共有でき、期待
どおり。

 

② 道徳教育の推進 

・「おはよう、こんにちは、さようなら、ありがとう」というあいさつと感謝

の言葉がかわせるような子どもの育成を進めます。 

・道徳教育推進教師を中心とした、学校教育活動全体での道徳教育を進めます。 

③ 教育相談活動の推進 

・児童生徒一人ひとりに応じた生徒指導・教育相談を進めます。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標 不登校生徒の在籍率を
減少させることがで
き、期待を上回る。

不登校の減少に向け
た取組の推進

関連する事業

学校教育課・教育センター 不登校児童生徒の減
少

事
業
名

○２学期末現在、不登校
児童生徒数
小：５名（在籍率
0.13％）
中：30名（在籍率
1.53％）
【参考】
小：前年0.31％
中：前年1.76％

・学校訪問／相談員24
回、スーパーバイザー11
回
・所長講話４回

 

④ ボランティア・福祉教育の推進 

・ボランティア・福祉教育にかかわる教育活動を進めます。 

⑤ 特別支援教育の推進 

・特別な教育的支援を必要とする児童生徒への教育を進めます。 

 

（４）健康・体力の増進と安全教育の充実 

① 健やかな体を育む教育の推進 

・「早寝、早起き、朝ごはん」運動を推進し、子どもの生活リズムの向上を進

めます。 

・体力・健康に関する指導について研究を実践し、その成果を各学校に広め体

力向上を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ20からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 体力の向上

事
業
名

○体力テストの絶対評価
で上位３ランク（Ａ、
Ｂ、Ｃ）の児童生徒の割
合
小79.6％→達成率99.5％
中83.8％→達成率98.6％
○体力テストの結果で全
国平均を上回っている項
目数の割合（同程度）
小56.6％→達成率70.8％
中63.6％→達成率79.6％
・新体力テスト再測定に
よる課題種目の向上率
91％

目標を概ね達成したの
で期待どおり。

体力向上の推進

 
② 安全教育の推進 

・自他の生命を尊重する安全教育を進めます。 

・地域と連携し、児童生徒の防災意識の向上と「状況適応能力」を育成する防 

 災教育を進めます。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 目標を達成したので期
待どおり。

児童生徒の「状況適
応能力」を育成する
防災教育の推進

関連する事業

学校教育課・教育センター 防災教育における児
童生徒の「状況適応
能力」の研究

事
業
名

○研究のまとめ完成（２
月）

・関係機関と連携した児
童生徒の「状況適応能
力」の育成のための研修
会実施（２月）

 

③ 食育の推進 

・学校給食における地場産物の活用を推進し、食に対する理解、関心を高め、

食育を進めます。 

 

 

２ 幼稚園・学校経営の充実 

（１）特色ある幼稚園・学校づくりの充実 

① 学習林活用教育の推進 

・すべての学校で学習林を活用した学習を進めます。【再掲】 

② 小規模校の特色を生かした教育の推進 

・恵まれた環境と少人数の良さを生かした教育を進めます。 

③ 学校・家庭・地域が連携した教育の推進 

・各学校の学校応援団を整備し、学校応援団を活用した連携を進めます。 

④ 総合的な学習の時間の推進 

・地域の人材や施設を活用した教育活動を進めます。 

 

（２）校種間連携の充実 

① 幼稚園、保育所、小学校の連携の推進 

・幼保小の連携体制を確立し、校区の課題を明確にした連携を進めます。 

② 小学校、中学校の連携の推進 

・小学校、中学校の連携体制を確立し、校区の課題を明確にした連携を進めま

す。 

・授業を通した連携を進めます。 

・中学校区単位で、９年間で育てる「子ども像」を明確にした取組を進めます。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 「連携型」小中一貫
教育の研究

事
業
名

○新たに推進委員会設置
・南高麗中学校区
音楽出前授業（５・６年
対象、月２回）、指導系
統表作成中
・名栗中学校区
ＡＥＴの幼稚園訪問、小
６・中２合同授業（英
語）
○先進地視察：茨城県つ
くば市（11／22・23）

研究推進が着実に進め
られており期待どお
り。

中学校区における９
年間で育てる「子ど
も像」を明確化した
取組の推進

 

③ 中学校、高等学校の連携の推進 

・上級学校訪問を充実します。 

 

（３）小規模校における教育活動の充実 

  ① 小規模校の特色を生かした教育の推進 

   ・恵まれた環境と少人数の良さを生かした教育を進めます。【再掲】 

  ② 小規模特認校制度の推進 

   ・制度の周知方法を工夫し、制度の利用増を図ります。 

  ③ 複式学級設置校の教育課程の工夫の推進 

   ・集団学習の指導方法の工夫改善を進めます。 

   ・「完全複式※」に対応できる教育課程について研究を進めます。 

    ※完全複式とは、低・中・高学年の隣接学年がすべて複式学級となった状態です。 

 

３ 教職員の資質の向上 

（１）教育センターを中心とした教職員研修の充実 

① 職責に応じた研修の推進 

     ・教職員の指導力の向上を図るため、教育センター研修を計画的に進めます。 

   ・ライフステージに応じた教職員の資質向上のための研修会の充実を図るととも 

       に、市全体の教育課題解決のための実践的な研究委嘱のあり方について検討し 

       ます。 

・教職員倫理の確立のため、事故防止委員会を中心とした取組を進めます。 

② 外部機関との連携による研修の推進 

・市内の大学と連携し、専門的な指導力の向上を図る研修を進めます。 

 

（２）人事評価制度の充実 

① 教職員評価システムの推進 

・人事評価に関する研修を実施し、教職員評価システムの信頼性を高め学校の

活性化を進めます。 
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Ⅱ 安心・安全な学習環境づくりに取り組みます  

１ 学校施設の整備 

（１）学校施設の整備の推進 

① 校舎等の耐震化の推進 

・原市場中学校校舎、飯能西中学校屋内運動場の耐震補強工事の実施と飯能西

中学校校舎、加治小学校及び吾野中学校の屋内運動場耐震補強工事の設計を

実施します。 

・継続事業の飯能第一中学校校舎耐震補強工事を完了します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 100%＞ ＜Ｂ評価＞

H23からの継続目標

関連する事業

教育総務課 平成24年度から継続
事業の飯能第一中学
校校舎耐震補強工事
を完了させる。原市
場中学校校舎、西中
学校屋内運動場の耐
震補強工事を実施す
る。また、飯能西中
学校校舎、加治小学
校、吾野中学校屋内
運動場の耐震補強工
事のための設計を行
う。

事
業
名

・飯能第一中学校校舎の
工事は予定どおり完了し
た。
・原市場中学校校舎の工
事は空調機、トイレの工
事が予定より遅れた。西
中学校屋内運動場の工事
は２月に完了した。
・設計については、西中
学校校舎、加治小学校屋
内運動場の設計変更があ
り、完了が予定より遅れ
た。

予定していた工事・設
計が完了したので期待
どおり。

小・中学校耐震補強
改修事業

 

② 安全に配慮した施設の管理と改修の推進 

・南高麗小学校のプール改修工事等を実施します。 

・学校施設の老朽化に伴い、計画的な改修を行います。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

H23からの継続目標 予定していた工事が完
了したので期待どお
り。

小学校施設管理事業
中学校施設管理事業

関連する事業

教育総務課 学校施設の老朽化に
伴い、緊急性や予算
額を踏まえた計画的
な改修を行う。

事
業
名

・夏休み工事として、南
高麗小、東吾野小の受水
槽取替え工事、南高麗中
校舎外壁等改修工事は予
定どおり完了した。
・精明小、名栗中の受水
槽取替え工事は冬休み工
事としたが、精明小の工
事は予定より遅れた。

 

  ③ 社会の変化に応じた学習環境の整備 

   ・飯能第一中学校ほか２校の学校給食調理業務を民間委託します。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

H23からの継続目標

学校給食民間委託事
業

関連する事業

教育総務課 平成25年４月から民
間委託を導入した飯
能第一中学校ほか２
校の給食調理業務委
託を円滑に進め、民
間委託でも安心・安
全な学校給食の提供
を行う。
平成26年度から美杉
台中学校に民間委託
を導入する。

事
業
名

・平成25年度から委託を
導入した中学校３校の給
食調理業務を概ね順調に
進めることができた。
・12月12日の見積提出会
で美杉台中の委託業者が
決定し、４月の委託開始
に向けて準備を進めた。
・平成27年度に委託を導
入する３施設を決定し
た。

民間委託を導入した３
校の調理業務が順調に
進み、次の委託に向け
た準備も予定どおり進
めることができたので
期待どおり。

 

 

 

２ 就学援助の推進 

（１）就学援助の推進 

① 利用しやすい奨学金制度への見直し 

・奨学金の未納額を減らすための対策に取組みます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率95%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 返還請求を行い、未納
額を減額できたので期
待どおり。

奨学金貸付事業

関連する事業

教育総務課 奨学金返還金の未納
が多額になっている
状況のため、未納を
減らすための対策を
講じて未納額を前年
度より減らす。

事
業
名

・未返還者については、
未返還金額を一括で返還
するよう、訪問、電話、
文書による督促を行っ
た。また、督促に返答の
ない者については、連帯
保証人に対し督促を行っ
た。
・休日返還窓口を３回開
設した。
・平成25年度末の未納額
は17,255,114円で、昨年
度末に対して、
1,719,500円減少した。

 

② 高額な通学費への支援 

・保護者負担を軽減するための「飯能市高等学校等通学費補助金」を実施しま

す。 
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Ⅲ 地域の特色を生かした体験を重視し、家庭・地域と連携した教育に

取り組みます 
 

１ 家庭教育・地域教育の推進 

（１）家庭教育・地域教育の推進 

① 家庭の教育力の向上 

・Ｋ４ＫＩＤ宣言に基づき、読書活動を重点に、学校と家庭が連携した学力の

向上の取組を推進します。【再掲】 

・小学生を対象に通学合宿を実施し、感謝の心を育み、あいさつと早寝早起き

朝ごはんの習慣が身につくよう取組みます。 
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Ⅳ 「生涯学習のまち・飯能」を目指して取り組みます  

１ 生涯学習推進体制の整備 

（１）学習環境の整備 

① 学習施設の整備 

・新図書館を開館し、飯能市図書館サービス・運営計画に定めるサービスを実践

して多様な学習ニーズに応えます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

関連する事業

図書館 平成25年７月に新図
書館を開館させるた
めの準備を行う。

事
業
名

・予定した事業について
はすべて達成指標を満た
すことができた。
・職員の業務研修につい
ては、目標を上回る研修
実施ができた。

すべて予定どおり達成
することができ、期待
どおり。

新図書館の開館

 

  ② 学習情報の提供 

・市の広報やホームページのほか地元新聞やケーブルテレビ等を活用し、幅広

く学習情報を提供します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標 達成指標のほか新サー
ビスを開始することが
でき期待を上回る。

資料・情報提供の充
実

関連する事業

図書館 各種資料、情報源を
提供し、利用者の調
査・研究活動を支援
する態勢を整える。

事
業
名

・３月末までの受入冊数
は1万冊を超え受入冊数
目標を達成した。
・雑誌スポンサー事業は
目標額の75％の達成率で
あったが、不足額の約51
倍の寄附金をいただき蔵
書の充実が図れた。
・ボランティアの協力に
より寄贈資料リサイクル
を実施した。
・その他の事業も目標を
達成した。

 

（２）生涯学習ネットワークの構築 

① 教育機関との連携 

・市民の多様な学習ニーズに応えるため、駿河台大学と連携し、大学公開講座

を開催します。 

 

２ 生涯学習機会の充実 

（１）ライフステージに応じた学習機会の充実 

① 多様な学習機会の充実 

・市の専門的知識を提供することにより、市民の生涯学習の一助とするととも
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に市民の積極的なまちづくりへの参加を促すため、生涯学習出前講座を充実

します。 

②公民館活動の充実 

・公民地域の資源の活用や地域住民との協働により、地域ニーズに合った講座

を展開します。 

・公民生涯学習の推進のため、生涯学習課や他部署と連携し、地域ニーズに合

った情報発信を進めていきます。 

・学校や各種団体との連携による講座を開催します。 

・ウォーキング講座などを開催し、ウォーキング人口の拡大を図ります。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

H22からの継続目標 それぞれの館で工夫を
凝らして開催すること
ができ、期待どおり。

学級講座の充実

関連する事業

公民館 　地域課題や社会の
変化に応じた公民館
の講座を開催する。

事
業
名

　中間報告のほか、国宝
と歴史のまち探訪、帰宅
困難者体験ウオーキン
グ、野菜いっぱい創作料
理講座、太極拳体験講
座、交通安全教室、施設
見学会、機織り体験講座
などを開催した。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

H22からの継続目標

学習相談体制の充実

関連する事業

公民館 　生涯学習の推進の
ため、市民への情報
発信を積極的に行
う。

事
業
名

　公民館だよりの発行の
ほか、申告講座、交通安
全出前講座、防災講座、
リサイクル講座、出張名
作映画会などを開催し
た。
生涯学習課と連携した出
前講座は実施できなかっ
た。

他課との連携を深める
必要はあるが、事業の
情報発信が図られてお
り概ね期待どおり。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 95%＞ ＜Ｂ評価＞

H24からの継続目標 目標を概ね達成できた
ので期待どおり。

学校との連携

関連する事業

公民館 　学校や青少年関係
団体、地域の団体な
どと公民館が連携し
た事業を行う。

事
業
名

　加治東ふれあい広場と
連携した介護関係講座や
児童館との連携による子
ども映画会、体験交流会
として工作、料理、天体
観察を実施した。ロック
クライミング教室、名栗
広場との共催事業不思議
で楽しい山の話講座など
を開催した。
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 105%＞ ＜Ａ評価＞

H22からの継続目標

健康増進講座の充実

関連する事業

公民館 　ウオーキング事業
を積極的に実施し、
新たな参加者の拡大
を図る。

事
業
名

　様々なハイキング、ウ
オーキング事業を単独事
業として、また、各館と
の共催事業として実施し
た。
新規参加者については、
全体数では、目標値を達
成したが、各々の館の達
成値については、達成で
きなかった館もある。
全体の目標値は、418人
であったが、681人の参
加を得た。

目標値を上回る参加者
があったため期待を上
回る。

 

 

③ 図書館活動の充実 

   ・課題解決に役立つ各種資料・情報源を提供し、職員が利用者の調査・研究活 

    動を支援します。 

   ・郷土館、議会図書室などと連携し、利用者の調査・研究活動を支援します。 

   ・飯能に関するニュースを収集・整理して公開します。 

   ・図書館ボランティアを募集し、市民とともに図書館運営を行っていきます。 

 ・「飯能市子ども読書活動推進計画」に基づいた取組計画の実践と推進をしま 

  す。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率75%＞ ＜Ｃ評価＞

新規目標

郷土館・議会図書室
との連携

関連する事業

図書館 郷土館・議会図書室
と連携し、利用者の
調査・研究活動を支
援する態勢を整え
る。

事
業
名

・郷土館・体育課との連
携事業は順調に実施でき
た。
・飯能に関する新聞記事
見出しの配信が実施でき
なかった。
・その他の議会事務局と
の連携事業は目標を達成
した。

連携事業が一部未実施
であったため期待を下
回った。
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 一部着手できなかった
項目があったが、ほぼ
期待どおり。

飯能に関するニュー
スの収集

関連する事業

図書館 飯能に関するニュー
スを収集・整理して
公開する。

事
業
名

・文化新聞の過去2年分
の飯能に関する記事見出
しデータを図書館ホーム
ページで公開した。
・文化新聞以外の飯能に
関する新聞記事はスク
ラップしたがデータ入力
に着手できなかった。
・昭和27年から昭和59年
までの文化新聞を電子書
籍化し、平成26年４月か
らインターネット上で公
開する予定。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 110%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

図書館ボランティア
との協働

関連する事業

図書館 図書館ボランティア
を募集し、協働して
図書館運営を行う。

事
業
名

・メンバーが映画会、お
はなし会の開催、図書館
ニュースの編集などの事
業を中核となって企画・
運営したほか、読書グ
ループの立ち上げ、生涯
学習フェスティバルへの
参加など新規の活動にも
意欲的に取り組んだ。
・図書館協議会委員にグ
ループﾟの代表者を１名
選出した。
・ボランティア向けの図
書館情報研修会を３回実
施した。

積極的な協働運営によ
り目標達成がスムーズ
であったため期待を上
回る。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 すべて目標どおりに達
成できたため期待どお
り。

学校図書室等との連
携

関連する事業

図書館 「飯能市子ども読書
活動推進計画」に基
づき、学校図書館・
保育所などと連携し
て読書活動を推進す
る。

事
業
名

・図書館見学・出前講座
は目標値を達成した。
・６月に学校図書主任を
対象とした新図書館の説
明会を実施したほか、10
月に校長研修会で読書が
児童に与える影響につい
て講演を行った。
・３月に調べ学習用図書
セットを購入し学校への
貸出しを開始した。
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④ 世代別学習機会の充実 

   ・子どもの学ぶ力や生きる力の向上と大学との連携による地域の教育力の向上 

    を目的に、子ども大学（仮称）開催に向け関係機関と調整します。 

   ・小学生を対象に地域の大人や学生スタッフと協力して通学合宿を実施し、世 

     代間交流を図ります。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

関連する事業

生涯学習課 子 ど も 大 学 （ 仮
称）を平成26年度に
開校する。

事
業
名

　駿河台大学等の関係機
関と打合せし（６回）、
実行委員や開催内容
（案）を確定した。
　また、子ども大学さや
まを視察し、開催に際し
ての注意事項等のアドバ
イスをいただいた。

開催に向けて準備がで
きたので期待を上回
る。

子ども大学（仮称）
開催準備

 

 

（２）現代的課題に関する学習機会の充実 

① 人権に関する学習機会の充実 

・様々な人権問題についての理解を深めるための講座を開催するとともに、地

域で人権意識の高揚と啓発を行うための指導者養成を図ります。 

 

 

３ 地域学習の充実 

（１）市民文化活動の推進 

① 市民文化活動の奨励 

・市民の文化・スポーツ活動において優秀な成績を収めた個人・団体に対して

文化スポーツ奨励金を交付し、活動を支援します。 

・市民の文芸創作活動を促すとともに、市民文化の向上を図るため、文藝飯能

を刊行します。また、市民を対象に文芸入門講座を公民館と共催で開催しま

す。 

 

（２）自然・歴史・文化遺産の継承と活用 

① 地域資料の調査、保存と活用 

 ・文化財刊行物や文化財関係資料を活用した文化財めぐり、文化財講座を実施 

  し、市民が文化財に親しむ土壌を作ります。また、５ヶ年計画で実施してき 

   た植物調査の成果をまとめます。 

・埋蔵文化財の室内整理作業を積極的に進めることで埋蔵文化財を利用できる

状況にし、普及活用を図ります。また、埋蔵文化財出土品の展示、小中学校
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への出張授業、市民への講座の開催、中学校の社会体験チャレンジの受け入

れなどを実施します。 

  

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜ 達 成 率 8 0 % ＞ ＜Ｃ評価＞

新規目標 報告書が作成できな
かったので期待を下回
る。

植物調査の実施及び
調査成果のまとめ

関連する事業

生涯学習課 平 成 21 年 度 か ら
５ヶ年計画で、市内
の植物の生育状況を
調査してきたものを
最終年度である本年
度は、その調査結果
を報告書として取り
まとめる。

事
業
名

補足調査を2回行い、
河川敷や水田における秋
の希少種の生態確認を
行 っ た 。 （ 10/21 、
11/18）

また、報告書の作成に
向け、市内を８地区（飯
能・精明・加治・南高
麗・吾野・東吾野・原市
場・名栗地区）に分けて
取りまとめを行った。

報告書の構成等につい
て、編集会議を行った。
（ １ /25 、 ２ /22 、 ３
/10）

報告書の印刷原稿まで
完成したが、100部の印
刷・製本まで至らなかっ
た。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110％＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ24からの継続事業 　11月に国庫補助事業の
予算が不足し、増額交付
を受ける２月まで、事業
を止める必要が生じ、更
に民間開発事業に伴う発
掘調査が入ったため、室
内調査の内容の変更を余
儀なくされた。
　平成26年度刊行予定の
「飯能の遺跡(42)」の掲
載遺跡を「飯能の遺跡
(41)」として報告書を刊
行した。当初「飯能の遺
跡(41)」に掲載予定の３
遺跡については、全体の
6割程度は整理作業を進
めることができ、全体と
しては年度当初の計画を
達成することができた。
　区画整理事業関連の室
内調査については、当初
の計画通り順調に進んで
いる。

予定どおり報告書を刊
行し、室内調査が実施
できたので期待を上回
る。

出土品等の計画的な
室内調査の実施

関連する事業

生涯学習課 国庫補助事業とし
て実施した３箇所の
発掘調査について、
室 内 調 査 を 進 め 、
「飯能の遺跡(41)」
としてまとめる。

区 画 整 理 事 業 に
伴って、平成23・24
年度に発掘調査を実
施した遺跡の室内調
査を計画的に進め、
平成27年度に報告書
が刊行できるように
する。

室内調査の10カ年
計画に沿って、計画
的に調査を進める。

事
業
名

 

 

② 郷土館活動の充実 

・特別展「飯能の災害史(仮称)」を開催し、その充実を図ります。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ19からの継続目標

郷土館 ホームページ等を活
用し、地域の歴史情
報を積極的に発信す
る。

事
業
名

10月に「飯能の災害史年
表」を掲載したが、他の
2項目は準備をすすめて
はいたものの、掲載でき
なかった。しかし、館内
の業務や日々の出来事を
紹介する「郷土館日誌」
の掲載を始めた。また、
「麦づくり」のページに
11月は6,845件のアクセ
スがあり、これは市の
ページのうち4番目に多
いアクセス数だった。

関連する事業

一部計画どおりに進ま
なかったが、概ね計画
どおりでありほぼ期待
どおり。

地域の歴史情報の積
極的な発信

・名栗くらしの展示室を設置し、体験学習会等の事業を開始します。 

・古文書、民具、古写真などの収蔵資料の整理を推進します。 

・ホームページ等を活用し、地域の歴史情報を積極的に発信します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率 120%＞ ＜Ｓ評価＞

新規目標

特別展の充実

関連する事業

郷土館 　特別展「飯能の災
害史（仮称）」の充
実を図る。

事
業
名

49日間の会期中、のべ
5,680人、１日平均119.6
人と多くの入館者があっ
た。これまでに比べ若い
世代の入館者が多かっ
た。アンケートによる満
足度は89.6％、防災意識
を持った人が85.7%と予
想以上に好評で、新聞等
にも多く取り上げられ
た。

目標値を顕著に上回
り、かつ新聞紙上にも
取り上げられ、期待を
上回る。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 計画どおりに進めるこ
とができ、期待どお
り。

名栗くらしの展示室
の設置

関連する事業

郷土館 　名栗くらしの展示
室を設置し、体験学
習会等の事業を開始
する。

事
業
名

下半期になって展示工事
の手続き等で事業が遅れ
たが、１月以降、重点的
に業務を行い、展示室は
予定通り完成した。ま
た、３回の機織り体験講
座を実施し、毎回30人程
度の参加者を得た。

 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率80%＞ ＜Ｃ評価＞

Ｈ20からの継続目標

収蔵資料整理の推進

関連する事業

郷土館 　古文書、民具、古
写真などの収蔵資料
の整理を推進する。

事
業
名

民具分類のデータ入力の
チェックはできなかっ
た。
古写真は合計110点の整
理ができ目標を達成した
が、古文書については
100点しか整理が進まな
かった。

収蔵資料の整理がはか
どらず、期待を下回
る。
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③ 市民主体による地域活動の支援 

   ・郷土芸能保存会による伝統芸能の活動や郷土芸能講習会の開催を通して、市

民自らが地域の歴史や文化を伝承できるよう活動を支援します。 

 

 

４ 学習成果の還元 

（１）ボランティア活動への支援 

① ボランティアの育成と活動支援 

・青少年育成飯能市民会議と各地区青少年健全育成の会との関係を整備します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標 達成目標を概ね達成し
たので期待どおり。

青少年育成団体の整
備

関連する事業

生涯学習課 青少年育成飯能市
民会議と各地区青少
年健全育成の会との
関係を整備する。

事
業
名

来年度から、各地区青
少年健全育成の会への補
助金は、青少年育成飯能
市民会議から各地区の状
況を考慮して支出するこ
ととした。
地区健全育成連絡会に

おいて各健全育成の会に
説明を行った。

 
 

（２）人材の養成・団体への支援 

① 指導者登録制度の充実と活用 

・市民の様々な学習要求に応えるため、生涯学習人材バンクを活用します。 

 

（３）学習成果を生かすしくみの整備 

① 発表の場の提供・充実 

・市民の様々な学習活動の成果発表ならびに交流の場として、生涯学習フェス

ティバルを開催します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ20からの継続目標

生涯学習フェスティ
バルの実施

関連する事業

生涯学習課 若い世代を取り込
み、今まで以上に世
代間交流を図れる生
涯学習フェスティバ
ルを実施する。

事
業
名

高校生のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参
加により、当日の受付付
近は活気があったが、
思ったより若い世代の参
加が少なかった。

また、新たなｱｲﾃﾞｨｱに
より開催時期等にふさわ
しい内容で実施すること
ができ、来場者は550人
だった。

高校生ボランティアも
関わり世代間交流が図
られたので期待どお
り。
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Ⅴ スポーツ・レクリエーションの振興に取り組みます  

１ 健康体力づくり事業の充実 

（１）公民館を拠点とした活動の推進 

① 健康体力づくりの展開 

・幅広い年齢層に対応した魅力ある健康体力づくり事業を展開します。 

② ウォーキングのまちづくり 

・公民館を拠点としたウォーキングの取組を推進します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

H23からの継続目標

体育課

・エクササイズウオーキ
ング
3回開催　参加率63％
　前年度比　24％減
・ワンデーレッスン
7回開催　参加率116％
　前年度比　51％増
・体験コース
3回開催　参加率83％
・バランスDE若さアップ
6回開催　参加率82％
　前年度比　21％増
・広報はんのう、市ＨＰ
及びチラシを作成し参加
者募集を行った。
・公民館の文化祭で体組
成計を使った健康アドバ
イスを行った。

　達成目標を概ね達成
したので期待どおり。

事
業
名

ウオーキングを基に
した健康体力づくり
の推進

関連する事業

　公民館を拠点とし
たウオーキングの取
り組みを強化すると
ともに、幅広い年齢
層に対応した魅力あ
る健康体力づくり事
業を展開する。

 

 

（２）スポーツイベントの充実 

① 飯能新緑ツーデーマーチ 

・市民の参加を促すとともに、全国から訪れるウォーカーをおもてなしの心で

迎え、飯能の魅力を高めていきます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

H20からの継続目標

飯能新緑ツーデー
マーチ

関連する事業

体育課 　全国から訪れる多
くの参加者に満足し
てもらえるよう、安
全で快適なツーデー
マーチを実施する。
また、第12回大会に
向けた企画案を策定
する。

事
業
名

・コース部会によるコー
ス下見を実施し、12月に
12回大会のコースを決定
した。
・２月に統括部会、実行
委員会を開催し、参加者
20,000人を目指した大会
計画が決定した。
・３月１日（土）から事
前申込の募集を開始し
た。
・新たな参加者の確保を
目指した事業（ヤマノス
スメ、近隣自治体ご当地
グルメ等）を検討し準備
を進めた。

新たな企画を取り入れ
ることで、前回を上回
る参加があり、期待を
上回る。
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② 奥むさし駅伝競走大会 

・市民のスポーツ意識の向上を図るとともに、競技性の高い魅力的な大会を目

指します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

H20からの継続目標 目標を達成でき、期待
どおりであった。

奥むさし駅伝競走大
会

関連する事業

体育課 　安全で競技性の高
い第12回奥むさし駅
伝競走大会を実施す
る。

事
業
名

・出場チームの上限220
チームに対し、241チー
ムの応募があったため、
競技規程に基づき選考し
た。
・前回大会の反省を踏ま
え、各部会で大会運営の
検討を行った。
・大会役員、競技役員、
走路・周辺警備員及び多
くの関係団体の協力によ
り、競技上の事故も無
く、盛大に開催すること
ができた。

  

（３）生涯スポーツ推進体制の整備 

① スポーツ・レクリエーション団体等の活動支援 

・ＮＰＯ法人飯能市体育協会に補助金を交付し、各種スポーツ・レクリエーシ

ョン団体の活動を支援します。また、全国大会出場などの有望選手及び団体

へスポーツ奨励金を交付し、活動を支援します。 

②スポーツ教室等の開催 

・市民スポーツ・レクリエーション活動を促進するため、ＮＰＯ法人飯能市体

育協会にスポーツ教室及びスポーツイベントを委託し、開催します。 

③ホッケーのまちづくり 

・「ホッケーのまち飯能」推進計画に基づき、小・中学校のホッケー授業の充実

を図るとともに、競技団体・教育委員会それぞれの主体的な取組により、ホ

ッケーのまちづくりを推進します。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標 ホッケーのまちの基盤
づくりの施策を講じた
ため、期待を上回る。

ホッケーのまちづく
り

関連する事業

体育課 　「ホッケーのまち
づくり」の理念及び
基本目標を達成する
ため、教育委員会が
担う各事業を推進す
る。

事
業
名

・巡回ホッケー教室
　小学校：12校
　中学校：８校
　高校：１校

中学生放課後：1クラ
ブ
・全８中学校で先生との
事前調整を行い、中学１
年生５時間を基本とし授
業を行った。
・市ＨＰや図書館のホッ
ケーコーナーを利用し、
ホッケーのまち飯能をＰ
Ｒした。
・ホッケーのまち飯能推
進懇話会を開催し、競技
団体、学校関係者ととも
に意見交換を行った。

 

 

 

２ スポーツ施設の安全な運営とサービスの向上 

（１）スポーツ施設の計画的な修繕の実施 

① 施設修繕計画の策定 

・スポーツ施設の安全な運営を確保するため、修繕計画を作成し計画的に修繕

を実施します。 

 

（２）スポーツ施設の効果的な管理運営 

① 利用者サービスの向上 

・利用者ニーズを捉えた効果的な管理運営を進め、施設の利便性を向上します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

都市公園運動施設の
指定管理

関連する事業

体育課 　都市公園運動施設
のサービス向上を図
るため、指定管理者
による管理運営を進
める。

事
業
名

・市民球場の休場月であ
る12月と３月を開場し
た。
・美杉台公園３施設の月
曜日開場を行った。
・市民体育館事務室窓口
改修工事を行った。
【指定管理者更新事務】
・10月10日の指定管理者
選定委員会で候補者が選
定され、12月定例会の指
定議案の議決を経て、２
期目の指定管理者を指定
した。
・指定管理者との協議を
進め、基本協定書を３月
末日に締結した。

計画どおりに目標を達
成し、市民サービスの
向上に向けた取組がで
きたため、期待を上回
る。
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４ 重点施策に基づき取り組んだ事業の評価  

（１）総括 

平成２５年度飯能市教育行政の重点施策の評価結果は、次のとおりです。 

「期待を上回る（Ａ評価）」と「期待どおり（Ｂ評価）」に事業を実施できた割合は、

全３５事業中３０事業あり、全体の８５.７％を占めました。また、「期待を顕著に上

回る（Ｓ評価）」が２事業ありました。一方、「期待をやや下回る（Ｃ評価）」は３事

業でした。全体としては、良好な事務執行ができたと評価できますが、Ｃ評価の事業

については、目標を達成できなかった原因等を明らかにし、改善等を図る必要があり

ます。 

 

 

＜集計表＞ 

所 管 課 

評価結果の内訳（事業数） 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 事業数合計 

教育総務課 ０ ０ ４ ０ ０ ４ 

学校教育課・ 

教育センター 
１ １ ６ ０ ０ ８ 

生涯学習課 ０ ２ ２ １ ０ ５ 

体育課 ０ ３ １ ０ ０ ４ 

図書館 ０ ３ ２ １ ０ ６ 

公民館 ０ １ ３ ０ ０ ４ 

郷土館 １ ０ ２ １ ０ ４ 

事業数合計 ２ １０ ２０ ３ ０ ３５ 

H24 との比較 １ △４ ２ △１ ０ △２ 

評価の割合 5.7％ 28.6％ 57.1％ 8.6％ 0.0％ 100.0％ 

H24 との比較 3.0％ △9.2％ 8.4％ △2.2％ 0.0％  

 

（参考）平成２４年度飯能市教育行政の重点施策の評価結果 

 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 事業数合計 

事 業 数 １ １４ １８ ４ ０ ３７ 

評価の割合 2.7％ 37.8％ 48.7％ 10.8％ 0％ 100.0％ 
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（参考）評価の基準 

評価点 達成割合 説明 

Ｓ １２０％以上 期待を顕著に上回る 

Ａ １０５～１２０％未満 期待を上回る 

Ｂ ９０～１０５％未満 期待どおり（標準） 

Ｃ ７５～９０％未満 期待をやや下回る 

Ｄ ７５％未満 期待を下回る 

 

 

（２）各事業の評価状況 

  各所属の評価結果については、２９ページ以降に掲載しています。 
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５ 教育委員会の活動状況と評価  

平成２５年度の教育委員会の主な活動状況は、以下のとおりです。 

【主な活動状況】 

項   目 回数等 活動内容等 

教 

育 

委 

員 

会 

の 

活 

動 

教育委員会会議の開催回数 

（臨時会を含む） 
１４回 

定例会及び臨時会の開催 

定例会（１２回） 臨時会（２回） 

教育委員会会議の傍聴者の状況 ３人  

議事録の公開、広報・広聴活動

の状況 
― 

議事録（概要）、会議日程を 

ホームページに掲載 

教育委員の研修会への参加状況 ３回 
「入間地区教育委員会連合会 

視察研修」ほか 

学校・所管施設訪問 ６か所 
小学校３校、幼稚園、公民館２

館 

 

項   目 回数等 活動内容等 

会 

議 

の 

内 

容 

 

教育行政の運営に関する基本方

針を定めること 
３議案 

「教育行政の重点施策につい

て」ほか 

教育委員会要綱の制定及び一部

改正、又は改廃すること 
４議案 

「飯能市立小・中学校給食献立作成

委員会設置要綱の一部を改正する告

示（案）について」ほか 

教育委員会規則・規程の制定及

び一部改正、又は改廃すること 
５議案 

「飯能市立名栗幼稚園条例施行

規則の一部を改正する規則（案）

について」ほか 

教育予算その他議会の議決を経

るべき議案の原案を決定するこ

と 

８議案 

「平成２５年度飯能市一般会計

補正予算教育費（案）について」

ほか 

教育委員会の所管に属する学校

その他の教育機関を設置し、又 

は廃止すること 

０議案  

人事に関すること ８議案 

「平成２６年度飯能市教育委員

会事務局等管理職人事（案）に

ついて」ほか 

その他 ６議案 「奨学生の決定について」ほか 

 
合 計 ３４議案  
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【評 価】 

開かれた教育行政を推進するため、平成２１年度から市ホームページを活用し、教

育行政の重点施策や教育要覧（「飯能の教育」）の掲載及び会議日程や議事録（概要）

等の情報提供に努め、教育委員会の透明性を高めることに努めました。 

一方、今後も平成２２年度から平成２７年度までの計画である「飯能市教育振興基

本計画」に基づき、計画的、効率的に教育行政の推進に努めるとともに、市長部局と

さらに連携を強化して計画の実現に取組んでいく必要があります。 

なお、同計画において、施策の達成目標として数値化が可能なものについては、具

体的な指標を掲げており、平成２５年度現在の進捗状況は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

目　標　値

平成27年度

校舎の耐震化率 82.4 ％ 84.3 ％ 92.2 ％ 92.2% 100 ％

屋内運動場の耐震化率 68.2 ％ 72.7 ％ 77.3 ％ 77.3% 100 ％

目　標　値

平成27年度

94.2 ％ 95.6 ％ 94.4 ％ 99.4% 95 ％

(小学６年生) (小学６年生) (小学６年生) (小学６年生)

91.9 ％ 89.9 ％ 90.5 ％ 95.3% 95 ％

(中学３年生) (中学３年生) (中学３年生) (中学３年生)

69.8 ％ 75.0 ％ 56.6 ％ 75.5% 75 ％

（小学校） （小学校） （小学校） （小学校）

61.1 ％ 77.8 ％ 63.6 ％ 84.8% 75 ％

（中学校） （中学校） （中学校） （中学校）

目　標　値

平成27年度

公開講座延べ参加者数 7,293人 6,340人 4,633人 57.9% 8,000人

出前講座開催件数 170件(累計) 224件(累計) 276件（累計） 162.4% 170件（累計）

目　標　値

平成27年度

スポーツ施設利用者数 288,852人 325,002人 283,115人 94.4% 300,000人

学校体育施設開放事業
における利用者数

137,776人 137,573人 134,448人 84.0% 160,000人

ツーデーマーチ参加者数 12,186人 13,072人 13,669人 75.9% 18,000人

教育総務課

項　　　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 達成度（％）

学校教育課

項　　　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 達成度（％）

基礎的・基本的な学習内容
の達成率（教育に関する３
つの達成目標)

新体力テストで全国平均を
上回る項目の割合

生涯学習課

項　　　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 達成度（％）

体　育　課

項　　　　目 平成23年度 平成24年度 平成25年度 達成度（％）
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目　標　値

平成27年度

公民館利用者数 313,824人 320,046人 301,914人 89.1% 339,000人

公民館学習グループ数 535団体 582団体 575団体 84.6% 680団体

健康づくり推進事業数 98事業 77事業 89事業 120.3% 74事業

目　標　値

平成27年度

蔵書数 262,535冊 268,414冊 274,682冊 91.6% 300,000冊

年間貸出数 311,821冊 309,710冊 372,321冊 84.2% 442,000冊

年間利用人数 71,413人 71,383人 91,761人 92.9% 98,800人

年間児童(0～18歳)
利用人数

22,924人 22,988人 28,812人 96.0% 30,000人

目　標　値

平成27年度

ホームページアクセス
月平均件数

635件 452.8件 470件 102.1% 460件

レファレンス※件数 118件 150件 161件 80.5% 200件

資料利用件数 121件 85件 150件 115.4% 130件

資料整理件数 188件 250件 210件 91.3% 230件

出張授業受講延べ人数 676人 443人 630人 57.3% 1,100人

入館者数 29,629人 28,566人 27,410人 97.9% 28,000人

公　民　館

項　　　　目 平成23年度 平成24年度 達成度（％）

図　書　館

項　　　　目 平成23年度 平成24年度

平成23年度 平成24年度

平成25年度

平成25年度 達成度（％）

※レファレンス…利用者の求めに応じ、その調査・相談等に対し資料等を使って援助すること。

平成25年度 達成度（％）

郷　土　館

項　　　　目
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６ 評価会での駿河台大学教授（学識経験者）の意見等  

点検・評価の客観性を確保する観点から、飯能市教育行政の重点施策の評価会を開

催し、駿河台大学の教授２名から次のようなご意見をいただきました。 

 

【評価について】 

・各所管の評価結果については、概ね妥当である。 

・可能な限り目標設定を数値化し、評価率との整合性を分かりやすく表記するべきで

ある。 

・評価シートは、市民が読んで理解しやすい表現を用い、プロセスから評価報告（結

果）までの流れの中で客観的に合理性のある書き方で公表して欲しい。 

・Ｃ評価のように、達成できなかった目標は次年度へ継続して設定するべきである。

次年度へ継続目標としていない事業がいくつかあるようだ。 

・評価の基準（評価点と達成割合）について、標準的な基準への変更を検討すべきで

ある。達成割合が１０５％以上でないとＡ評価にできない理由が不明瞭である。 

・継続目標が年度によって微妙に表現が変わっているところがあるため、第三者が読

んだときに理解しにくくなっている。よって、年度間で比較ができるよう表現を統一

し、進捗状況が分かるように工夫すべきである。 

 また、継続事業にもかかわらず、年度によって設定シートに掲げていたり消えてい

たりすることがあるため各所管で重点施策の一覧表を作成し管理すべきである。 

 

【事業や目標設定について】 

・基本方針の５つの柱のうち、「Ⅲ 地域の特色を生かした体験を重視し、家庭・地

域と連携した教育に取り組みます。」はどの所管も目標の中に入れていない。この柱

は、どの所管も関連が出てくると思われるので５つの柱はいずれかの所管が必ず入れ

るべきである。 

・学校教育の中で「いじめ」に関する目標設定があったが、「いじめ問題」は様々な

要因があり学校教育だけで解決できる問題ではないと思われる。しかし、もし目標設

定するとすれば、人権教育や道徳教育といった視点に立つことと、達成方法や達成指

標をどのように設定するかが課題となってくる。 

・飯能市は姉妹都市であるアメリカ合衆国のブレア市との交流が３０年以上も続いて

おり、とても良い効果が出ていると伺っている。知らない市民が多いと思うので、こ

れまでの交流等をまとめた冊子などを刊行し、情報発信する目標も掲げてみてはどう

だろうか。 

・教育はその環境が基本であり、それによって学ぶ側も教える側も大きく影響してく

る。その点で、これまで以上に西川材の利活用を検討して欲しい。施設等の建物の木

質化は、人にとってとても良い影響を与えてくれることを実感した。不登校や心のケ
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アが必要な子どもたちにとっても良い影響が期待できると思う。 

・子どもたちに対する租税教育や法務教育といった視点にも目を向けて欲しい。お金

の使い方がわからない、またインターネットの普及で金銭トラブルに巻き込まれる学

生が増えている。子どものうちからそういった教育が必要であると感じる。 

・地域、大学、市との連携により人的交流を深められるような視点にも目を向けて欲

しい。 

 

 

７ おわりに  

 今年度で７年目となる教育委員会の点検・評価ですが、毎年「飯能市教育振興基本

計画」に基づき中・長期的な視点に立って、本市の教育振興のための施策を着実に実

現できるように各所管が目標を掲げ、事業展開を行っております。重点施策としては

設定シートに表記されていない事業も各所管で確実に進めているところです。 

 しかしながら、今回の２人の学識経験者の方から、事業評価について「なぜこの結

果で、この達成率なのか」など達成結果（報告）と達成率の関係を第三者に分かりや

すく記述すること、また継続目標は単年度管理ではなく年度間で比較管理できるよう

統一した表現を用い、各所管の目標を一覧表で管理するなど分かりやすくする必要が

あるなどのご指摘を受けました。 

 今後も教育委員会では、このようなご意見を踏まえ、点検・評価を通じて、課題等

の改善に取組み、市民に分かりやすい事業展開を図るとともに、引き続きより効果的

な教育行政の推進に努めてまいります。 
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資 料 

№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率 100%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 学校施設の整備 ＜今後の課題等＞

H23からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 学校施設の整備 ＜今後の課題等＞

H23からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 学校施設の整備 ＜今後の課題等＞

H23からの継続目標

＜達成率95%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 就学援助の推進 ＜今後の課題等＞

新規目標

返還請求を行い、未納額を
減額できたので期待どお
り。

事
業
名 奨学金貸付事業

4

教育総務課 奨学金返還金の未納が
多額になっている状況
のため、未納を減らす
ための対策を講じて未
納額を前年度より減ら
す。

・休日返還窓口を年間３回
開設するとともに臨宅徴収
を実施する。
・連帯保証人への通知を徹
底する。

未納額を前年度より減少さ
せる。

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・未返還者については、未
返還金額を一括で返還する
よう、訪問、電話、文書に
よる督促を行った。また、
督促に返答のない者につい
ては、連帯保証人に対し督
促を行った。
・休日返還窓口を３回開設
した。
・平成25年度末の未納額は
17,255,114円で、昨年度末
に対して、1,719,500円減
少した。

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・平成25年度から委託を導
入した中学校３校の給食調
理業務を概ね順調に進める
ことができた。
・12月12日の見積提出会で
美杉台中の委託業者が決定
し、４月の委託開始に向け
て準備を進めた。
・平成27年度に委託を導入
する３施設を決定した。

民間委託を導入した３校の
調理業務が順調に進み、次
の委託に向けた準備も予定
どおり進めることができた
ので期待どおり。

事
業
名

学校給食民間委託事
業

予定していた工事が完了し
たので期待どおり。

事
業
名

小学校施設管理事業
中学校施設管理事業

・施設の老朽化に伴う工
事、修繕を計画的に行う必
要がある。

・平成27年度に委託を導入
する３施設への周知、業者
決定のための準備を行う。

3

教育総務課 平成25年４月から民間
委託を導入した飯能第
一中学校ほか２校の給
食調理業務委託を円滑
に進め、民間委託でも
安心・安全な学校給食
の提供を行う。
平成26年度から美杉台
中学校に民間委託を導
入する。

・年度初めに試食会を行う
など、準備に万全を期す。
・委託業者、学校との定期
的な打ち合わせを行う。
・美杉台中については、説
明会を教職員及び保護者に
対して実施する。
・業者選定を実施し、入札
により年内に委託業者を決
定する。

年間を通じて業務内容を確
認し、問題点の指導、改善
を行う。
美杉台中の民間委託につい
ては、年内に委託業者を決
定し、平成26年度から導入
する。

2

教育総務課 学校施設の老朽化に伴
い、緊急性や予算額を
踏まえた計画的な改修
を行う。

・緊急性のある改修工事を
実施する。
（平成25年３月補正予算で
繰越した南高麗小学校ほか
３校受水槽取替工事、南高
麗小プール改修工事、南高
麗中外壁改修工事等）

平成25年３月補正予算で繰
越した南高麗小学校ほか３
校受水槽取替工事等を計画
どおりに完了させる。

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・夏休み工事として、南高
麗小、東吾野小の受水槽取
替え工事、南高麗中校舎外
壁等改修工事は予定どおり
完了した。
・精明小、名栗中の受水槽
取替え工事は冬休み工事と
したが、精明小の工事は予
定より遅れた。

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・飯能第一中学校校舎の工
事は予定どおり完了した。
・原市場中学校校舎の工事
は空調機、トイレの工事が
予定より遅れた。西中学校
屋内運動場の工事は２月に
完了した。
・設計については、西中学
校校舎、加治小学校屋内運
動場の設計変更があり、完
了が予定より遅れた。

予定していた工事・設計が
完了したので期待どおり。

事
業
名

小・中学校耐震補強
改修事業

・平成27年度までに校舎、
屋内運動場の耐震化を完了
させる。
・工事の遅れによる工期延
長等がないよう学校、業者
と十分な調整を行う必要が
ある。

・引き続き未納額を減らす
ための対策を強化する必要
がある。

平成２５年度　教育行政の重点施策の評価結果

１．教育総務課

重 点 施 策 名

1

教育総務課 平成24年度から継続事
業の飯能第一中学校校
舎耐震補強工事を完了
させる。原市場中学校
校舎、西中学校屋内運
動場の耐震補強工事を
実施する。また、飯能
西中学校校舎、加治小
学校、吾野中学校屋内
運動場の耐震補強工事
のための設計を行う。

・飯能第一中学校校舎の工
事は９月に完了させる。
・原市場中学校校舎の工事
は夏休み期間を中心に実施
し、授業への影響を少なく
する。
・設計については、学校・
委託業者との十分な調整を
図る。

・飯能第一中学校校舎の工
事を完了させる。
・原市場中学校校舎の工事
は10月に完了させる。西中
学校屋内運動場の工事は１
月に完了させる。
・設計については、２月ま
での早い時期に完了させ
る。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率 92%＞ ＜Ｂ評価＞

１生きる力を育む教育指導の充実

H21からの継続目標

＜達成率98%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 生きる力を育む教育指導の充実

H23からの継続目標

＜達成率155%＞ ＜Ｓ評価＞

１ 生きる力を育む教育指導の充実

H24からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 生きる力を育む教育指導の充実

新規目標

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○第２回「飯能市いじめゼ
ロ子ども会議」実施後、児
童会・生徒会等の取組を
・各校が学校だより等で保
護者・地域に発信
・全校の取組を冊子にまと
め、各校に配布

会議に基づいた各校の取組
を共有でき、期待どおり。

＜今後の課題等＞
・いじめ防止対策推進法の
市及び学校の基本方針等の
策定

事
業
名

いじめの根絶に向け
た取組の推進

授業実践校から高い満足度
の評価が得られ、期待を上
回る。

＜今後の課題等＞
・学校の年間指導計画へに
位置づけと実践の継続

事
業
名

教育機器を活用した
授業づくりの推進

4

学校教育課・教育センター  飯能市全体としていじめ根
絶に向けた取組の推進

○いじめアンケートの実施
○各校への生徒指導・教育相
談に係る訪問を活用したきめ細
かな支援
○第２回「飯能市いじめゼロ子
ども会議」の開催
・関係諸団体との連携
・取組やその成果の情報発信
○各校の全教育活動をとおした
取組への指導
○家庭や地域への啓発

○いじめの根絶に向けた宣言
等の発信

3

学校教育課・教育センター テレビ会議を活用した
授業の導入

〇関東甲信越地区放送教育・
視聴覚研究大会に向けた取組
〇テレビ会議システムを活用し
た授業を市外・県外・海外に広
げる方策の検討

○授業実践実施校の年度末評
価において、肯定評価50％

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○授業実践実施校の年度末
評価において、肯定評価
93.1％

基
本
方
針

Ⅰ 生きる力を育成
　 する学校教育に
　 取り組みます

○飯能を好きな（誇りに思
う）児童
　５年生：70.8％
（前年比△6.8％）
　達成率94.4％達成
　６年生：76.7％
（前年比＋4.0％）
　達成率102.3％
小中合計：達成率98.4％

・郷土学習資料「私のふる
さと飯能」活用事例集第２
版３月配布予定

飯能を好きな児童が育って
おり期待どおり。

＜今後の課題等＞
・学校と郷土館との連携
（出張事業の拡大）
・学校と図書館と連携（調
べ学習の充実）

事
業
名

郷土を愛する教育の
推進

達成目標である95％に近い
結果が得られたため概ね期
待どおり。

＜今後の課題等＞
・Ｋ４の視点による授業改
善を重点化（飯能西中の研
究成果を各校に広げてい
く）

事
業
名

学力向上プロジェク
トの推進

2

学校教育課・教育センター 飯能を好きな（誇りに
思う）児童の育成

〇郷土学習資料「私のふるさと
飯能」
活用の一層の推進
・活用事例集第２版の作成など
〇学習林活用教育の充実
・学習林フォーラムの実施方法
の検討
〇総合学習等、地域人材の活
用による教育の推進
〇市制６０周年記念「飯能市中
学生『夢・未来』議会への協力
（議会事務局所管）

○飯能を好きな（誇りに思う）児
童の増加（前年比）

1

学校教育課・教育センター 学力の向上 〇本市独自の学力向上施策
Ｋ４-ＫＩＤの推進
・Ｋ４校内研修プログラム
の活用推進
〇学習状況調査等の検証結
果に基づく学習改善の推進
・各校の課題解決に向けた
きめ細かな指導・支援
・県教委の学力向上委嘱校
（飯能西中）の指導強化
〇教育機器を活用した授業
づくりの推進

〇「教育に関する３つの達
成目標」県目標値＜読み書
き95％　計算95％＞の達成

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○「教育に関する３つの達
成目標」
・読み書き
　小93.7％、中91.3％
　小中達成率92.5%
・計算
　小95.1％、中89.6％
　小中達成率92.4%

・飯能西中で20回研究授
業・34人指導者派遣
・小４向け算数ワークシー
トの作成・全児童配布
・Ｋ４校内研修プログラム
を10校で実施（来年度で全
校実施予定）

２．学校教育課・教育センター

重 点 施 策 名
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

１ 生きる力を育む教育指導の充実

新規目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 生きる力を育む教育指導の充実

Ｈ20からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 幼稚園・学校経営の充実

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 幼稚園・学校経営の充実

新規目標

研究推進が着実に進められ
ており期待どおり。

＜今後の課題等＞
・他中学校区にも小中一貫
教育の視点による教育につ
いて情報提供

事
業
名

中学校区における９
年間で育てる「子ど
も像」を明確化した
取組の推進

8

学校教育課・教育センター 「連携型」小中一貫教育の
研究

〇２校で研究の推進
・教育課程に位置付けた連携
事業の実施
・学校担当の指導主事の訪問
指導・支援
・先進地視察

〇研究のまとめ作成（３月）

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○新たに推進委員会設置
・南高麗中学校区
音楽出前授業（５・６年対
象、月２回）、指導系統表
作成中
・名栗中学校区
ＡＥＴの幼稚園訪問、小
６・中２合同授業（英語）
○先進地視察：茨城県つく
ば市（11／22・23）

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○研究のまとめ完成（２
月）

・関係機関と連携した児童
生徒の「状況適応能力」の
育成のための研修会実施
（２月）

目標を達成したので期待ど
おり。

＜今後の課題等＞
・研究（２年次）の推進

事
業
名

児童生徒の「状況適
応能力」を育成する
防災教育の推進

目標を概ね達成したので期
待どおり。

＜今後の課題等＞
・課題種目
小：握力、上体起こし、長
座体前屈、反復横跳び
中：握力、長座体前屈、反
復横跳び、シャトルラン

事
業
名 体力向上の推進

7

学校教育課・教育センター 防災教育における児童生
徒の「状況適応能力」の研
究

○「状況適応能力」の向上に視
点を当てた防災教育の現状分
析
・児童生徒の「状況適応能力」
の達成指標の検討
○防災マニュアルの改訂
○地区行政センターと連携した
防災訓練の実施を支援
○関係機関等のとの連携

○研究のまとめ作成（3月）

6

学校教育課・教育センター 体力の向上 ○新体力テスト実施、分析（４・
５月）
○体力向上推進委員会の充実
・体力テスト検証結果に基づい
て、各校へきめ細かな指導（年
間）
・教職員と保護者への啓発
○市教育研究会体育部会との
連携
・授業研究会への指導主事の
派遣
○新体力テスト課題種目の再
測定と評価（３学期）

○「生きる力と絆の埼玉教育プ
ラン」の（埼玉県教育振興基本
計画H21～25）目標値（平成25
年度）達成
体力テストの絶対評価で上位3
ランク（Ａ、Ｂ、Ｃ）の児童生徒の
割合（一人一人の体力向上の
状況を示す指標）
小80％　中85％
○「ゆとりとチャンスの埼玉プラ
ン」の指標達成（平成25年度）
体力テストの結果で全国平均
を上回っている項目数の割合
（全国の中で高い水準を示す指
標）
小80％　中80％

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○体力テストの絶対評価で
上位３ランク（Ａ、Ｂ、
Ｃ）の児童生徒の割合
小79.6％→達成率99.5％
中83.8％→達成率98.6％
○体力テストの結果で全国
平均を上回っている項目数
の割合（同程度）
小56.6％→達成率70.8％
中63.6％→達成率79.6％
・新体力テスト再測定によ
る課題種目の向上率91％

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○２学期末現在、不登校児
童生徒数
小：５名（在籍率0.13％）
中：30名（在籍率1.53％）
【参考】
小：前年0.31％
中：前年1.76％

・学校訪問／相談員24回、
スーパーバイザー11回
・所長講話４回

不登校生徒の在籍率を減少
させることができ、期待を
上回る。

＜今後の課題等＞
・教育センター職員の人事
異動に伴う体制の再構築
・引きこもりがちの児童生
徒への対応を重点化

事
業
名

不登校の減少に向け
た取組の推進

重 点 施 策 名

5

学校教育課・教育センター 不登校児童生徒の減少 ○教育センターと学校の連携
強化
・指導員、スクールソーシャル
ワーカーの学校・家庭への積極
的派遣
○教育センター職員の資質向
上
・スーパーバイザーを中心とし
た所内研修実施
○教育センター教職員研修の
実施
○中１ギャップ対策
・小中連携事業の充実
○小１プロブレム対策
・接続プログラムの研究実践

○不登校生徒の在籍率の減少
（前年比）
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

２生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

４学習成果の還元 ＜今後の課題等＞

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

３地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ20からの継続目標

＜達成率80%＞ ＜Ｃ評価＞

３地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

実施に向けて準備を進めて
いるが、今後ＰＲ活動の工
夫が重要である。

　各青少年関係団体が、さ
らに連携・協力して、効果
的な運営をしていくことが
必要である。

　常に見聞を広め、職員も
新しいｱｲﾃﾞｨｱを持ち、さら
に良い内容になるよう工夫
していきたい。
　また、関連事業との関係
や全地域からの集客などの
課題があり、一つ一つ検討
して次年度へつなげたい。

　市内における希少な植物
の生態系などを把握するこ
とができたが、今後この報
告書を基礎資料として、環
境保全や植物の保護等に関
心を高めていただけるよう
活用していきたい。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

補足調査を2回行い、河川敷
や水田における秋の希少種の
生態確認を行った。（ 10/21、
11/18）

また、報告書の作成に向け、
市内を８地区（飯能・ 精明・加
治・南高麗・吾野・東吾野・原
市場・名栗地区）に分けて取り
まとめを行った。
　報告書の構成等について、編
集会議を行った。（ １/25 、２
/22、３/10）

報告書の印刷原稿まで完成
したが、100部の印刷・製本ま
で至らなかった。

報告書が作成できなかった
ので期待を下回る。

事
業
名

植物調査の実施及び
調査成果のまとめ

高校生ボランティアも関わ
り世代間交流が図られたの
で期待どおり。

事
業
名

生涯学習フェスティ
バルの実施

4

生涯学習課 平成21年度から５ヶ年計
画で、市内の植物の生育
状況を調査してきたものを
最終年度である本年度は、
その調査結果を報告書とし
て取りまとめる。

調査員とともに市内各所にお
いて調査を実施した植物調査
の補足調査を実施する。

過去の調査結果を基に植物
の貴重な種、群落を把握する。

調査員と十分検討を重ね、報
告書の作成作業を行う。

限られた予算の中で、庁内で
の印刷・製本できるよう検討す
る。

外注委託を行わず、報告書を
100部程度作成する。

3

生涯学習課 若い世代を取り込み、今
まで以上に世代間交流を
図れる生涯学習フェスティ
バルを実施する。

・昨年度はスタンプラリーを実施
するなど子どもの来場者数を増
やすことはできた。しかし、中学
生から大学生までの世代の関
わりが少ないので、その世代に
参加・来場してもらうよう力を入
れ、様々な世代が交流できるよ
うにする。

・中学生から大学生までの世代
に参加してもらう。
・一般来場者について、500人
以上を目指す。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

高校生のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの参加に
より、当日の受付付近は活気
があったが、思ったより若い世
代の参加が少なかった。

また、新たなｱｲﾃﾞｨｱにより開
催時期等にふさわしい内容で
実施することができ、来場者は
550人だった。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

　来年度から、各地区青少年
健全育成の会への補助金は、
青少年育成飯能市民会議から
各地区の状況を考慮して支出
することとした。
 地区健全育成連絡会において
各健全育成の会に説明を行っ
た。

達成目標を概ね達成したの
で期待どおり。

事
業
名

青少年育成団体の整
備

　駿河台大学等の関係機関と
打合せし（６回）、実行委員や
開催内容（案）を確定した。
　また、子ども大学さやまを視
察し、開催に際しての注意事項
等のアドバイスをいただいた。

開催に向けて準備ができた
ので期待を上回る。

事
業
名

子ども大学（仮称）
開催準備

2

生涯学習課 　青少年育成飯能市民会
議と各地区青少年健全育
成の会との関係を整備す
る。

・各地区青少年健全育成の会
の活動状況を調査する。
・方針を固め、各団体に説明を
行う。
・来年度から新たな体制で活動
できるように各団体と連絡調整
を密にする。

青少年育成飯能市民会議と各
地区青少年健全育成の会を整
備し、補助金の整理をする。

３．生涯学習課

重 点 施 策 名

1

生涯学習課 　子ども大学（仮称）を平成
26年度に開校する。

・平成26年度開校に向けて、駿
河台大学等の関係機関との調
整を図り、実施要項を作成す
る。
・実施時期によっては今年度中
に生徒を募集する。

平成26年度に開校できるよう
に実施要項等の詳細を確定す
る。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率110％＞ ＜Ａ評価＞

３地域学習の充実

Ｈ24からの継続事業

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

11月に国庫補助事業の予算
が不足し、増額交付を受ける２
月まで、事業を止める必要が生
じ、更に民間開発事業に伴う発
掘調査が入ったため、室内調
査の内容の変更を余儀なくされ
た。

平成26年度刊行予定の「飯
能の遺跡(42)」 の掲載遺跡を
「飯能の遺跡(41)」として 報告
書を刊行した。当初「飯能の遺
跡(41)」に掲載予定の３遺跡に
ついては、全体の6割程度は整
理作業を進めることができ、全
体としては年度当初の計画を
達成することができた。

区画整理事業関連の室内調
査については、当初の計画通
り順調に進んでいる。

予定どおり報告書を刊行
し、室内調査が実施できた
ので期待を上回る。

　予算編成時や年度当初計
画時に関係各課と事業の予
定期日等を調整している
が、開発部局の予定が変更
となった場合、本担当の事
業もその変更に合せること
が強く求められるために、
当初の予定計画通りに進め
ることが難しい。
　事業量に余裕があれば対
応も容易になるが、その事
業量も市内の開発状況次第
のため解決が難しい。

事
業
名

出土品等の計画的な
室内調査の実施

重 点 施 策 名

5

生涯学習課 国庫補助事業として実施
した３箇所の発掘調査につ
いて、室内調査を進め、「飯
能の遺跡(41)」としてまとめ
る。

区画整理事業に伴って、
平成23・24 年度に発掘調
査を実施した遺跡の室内調
査を計画的に進め、平成27
年度に報告書が刊行でき
るようにする。
　室内調査の10カ年計画に
沿って、計画的に調査を進
める。

四半期毎に進捗状況を確認
し、実施計画を見直しながら進
める。

埋蔵担当で月に１回程度の
打ち合わせを行い、課題や問
題の共有化を図り、協力体制を
構築しながら進める。

平成25年度予算作成時の10
カ年計画を基本に推進してい
く。

発掘調査の現場数による影
響を多分に受けるため、絶えず
業務は前倒しで実施していく。

国庫補助事業関連について
は、３遺跡の調査成果をまとめ
「飯能の遺跡(41)」を刊行する。

区画整理事業関連について
は、加能里遺跡42・43・46・47
次調査分の出土遺物接合・復
元を終了し、遺物実測に着手す
る。

市単独事業については、「飯
能の遺跡(42)」の版下の半数を
完成させる。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

１ 健康体力づくりの充実

H20からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 健康体力づくりの充実

H20からの継続目標

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

１ 健康体力づくりの充実

新規目標

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

２　スポーツ施設の安全な運営とサービスの

向上

新規目標

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・市民球場の休場月である
12月と３月を開場した。
・美杉台公園３施設の月曜
日開場を行った。
・市民体育館事務室窓口改
修工事を行った。
【指定管理者更新事務】
・10月10日の指定管理者選
定委員会で候補者が選定さ
れ、12月定例会の指定議案
の議決を経て、２期目の指
定管理者を指定した。
・指定管理者との協議を進
め、基本協定書を３月末日
に締結した。

計画どおりに目標を達成
し、市民サービスの向上に
向けた取組ができたため、
期待を上回る。

＜今後の課題等＞
・都市公園運動施設におい
て、利用者ニーズを捉えた
自主事業を進める。
・26年度から都市公園を含
めた業務範囲となる中で、
一体的な管理運営を進めて
いく必要がある。

事
業
名

都市公園運動施設の
指定管理

ホッケーのまちの基盤づく
りの施策を講じたため、期
待を上回る。

＜今後の課題等＞
・全中学校でのホッケー授
業について、引き続き学校
関係者と調整を進める。
・「ホッケーのまち飯能」
推進計画に基づき、競技団
体、学校関係者、教育委員
会のそれぞれの役割に応じ
た主体的な取組を促してい
く必要がある。

事
業
名

ホッケーのまちづく
り

4

体育課 　都市公園運動施設の
サービス向上を図るた
め、指定管理者による
管理運営を進める。

・指定管理者であるNPO法人
飯能市体育協会と連絡調整を
進める。
・２期目の指定管理者選定に向
け、公募を行う。一括導入する
都市公園の所管課である都市
計画課と調整を行う。

・指定管理者との月例会議で
検討を行う。
・指定管理者候補者の募集を
行う。
・指定管理者選定委員会に諮
る。
・12月定例会に指定議案を提
出し、指定管理者を決定する。

3

体育課 　「ホッケーのまちづ
くり」の理念及び基本
目標を達成するため、
教育委員会が担う各事
業を推進する。

・懇話会、中学校部会を開
催する。
・専門指導員を配置し、学
校、クラブと調整を図り巡
回ホッケー教室を開催す
る。
・全中学校で体育授業の
ホッケー必修化を進める。
・ホッケーのＰＲ活動を実
施する。

・懇話会委員と検討を進め
る。
・専門指導員と職員による
巡回ホッケー教室の開催。
・各中学校体育主任と連携
し、指導を進める。
・市ホームページ、市民活
動センター、メディアを活
用したＰＲ活動を実施す
る。

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・巡回ホッケー教室
　小学校：12校
　中学校：８校
　高校：１校
　中学生放課後：1クラブ
・全８中学校で先生との事
前調整を行い、中学１年生
５時間を基本とし授業を
行った。
・市ＨＰや図書館のホッ
ケーコーナーを利用し、
ホッケーのまち飯能をＰＲ
した。
・ホッケーのまち飯能推進
懇話会を開催し、競技団
体、学校関係者とともに意
見交換を行った。

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・ 出 場 チ ー ム の 上 限 220
チームに対し、241チーム
の応募があったため、競技
規程に基づき選考した。
・前回大会の反省を踏ま
え、各部会で大会運営の検
討を行った。
・大会役員、競技役員、走
路・周辺警備員及び多くの
関係団体の協力により、競
技上の事故も無く、盛大に
開催することができた。

目標を達成でき、期待どお
りであった。

＜今後の課題等＞
・申込チームの増加 に伴
い、参加チームの選考を基
準に則り進めていく必要が
ある。
・12回大会の反省点を整理
し、運営方法の改善を進め
る。
・引き続き交通規制の事前
周知を広く行っていく。

事
業
名

奥むさし駅伝競走大
会

・コース部会によるコース
下見を実施し、12月に12回
大会のコースを決定した。
・２月に統括部会、実行委
員会を開催し、参加者
20,000人を目指した大会計
画が決定した。
・３月１日（土）から事前
申込の募集を開始した。
・新たな参加者の確保を目
指した事業（ヤマノスス
メ、近隣自治体ご当地グル
メ等）を検討し準備を進め
た。

新たな企画を取り入れるこ
とで、前回を上回る参加が
あり、期待を上回る。

＜今後の課題等＞
・朝日新聞社、日刊スポー
ツ新聞社、埼玉県ウオーキ
ング協会等の主催団体、並
びに後援団体、協力団体と
の連絡調整を確実に行い、
準備を進めていくことが必
要である。
・目標人数20,000人の達成
に向けた実行委員会を挙げ
ての募集活動を展開してい
く必要がある。

事
業
名

飯能新緑ツーデー
マーチ

2

体育課 　安全で競技性の高い
第12回奥むさし駅伝競
走大会を実施する。

・申込チームの増加 に伴
い、参加チームの決定方法
を検討する。
・競技車両の運行計画につ
いて、安全面から検 証す
る。
・実行委員会及び各部会を
開催する。
・効率的な大会運営を検討
する。

・競技性を重視した 参加
チーム数の上限220チーム
の決定。
・競技上の事故ｾﾞﾛを目指
す。
・各部会で役員と検討を進
める。
・大会運営の改善を 進め
る。

４．体　育　課

重 点 施 策 名

1

体育課 　全国から訪れる多く
の参加者に満足しても
らえるよう、安全で快
適なツーデーマーチを
実施する。また、第12
回大会に向けた企画案
を策定する。

・東日本大震災復興応援と
して開催する。
・参加者２万人を目指し、
広く大会周知を進める。
・実行委員会及び各部会を
開催する。
・効率的な大会運営を検討
する。

・参加費の一部を義援金と
する。また、募金箱を設置
する。
・市内高等学校、新規立地
企業、県内及び鉄道沿線自
治体等にＰＲを行う。
・各部会で役員と検討を進
める。
・大会運営の改善を進め
る。

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます



 35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率105%＞ ＜Ａ評価＞

１ 生涯学習推進体制の整備

新規目標

＜達成率110%＞ ＜Ａ評価＞

１ 生涯学習推進体制の整備

新規目標

＜達成率75%＞ ＜Ｃ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

新規目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

新規目標

＜達成率 110%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

図書館ボランティア
との協働

図書館ボランティアを募集
し、協働して図書館運営を
行う。

・新図書館ボランティアグループ
の活動を支援して、図書館の運
営に参加してもらう。
・図書館協議会委員のうち一名
についてボランティアグループ
から推薦を受ける。

・図書館の各種行事への企画
運営に参加をしてもらう。
・平成25年度第３回図書館協
議会への出席を目途に委員を
推薦してもらう。

5

事
業
名

基
本
方
針

図書館

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・メンバーが映画会、おは
なし会の開催、図書館
ニュースの編集などの事業
を中核となって企画・運営
したほか、読書グループの
立ち上げ、生涯学習フェス
ティバルへの参加など新規
の活動にも意欲的に取り組
んだ。
・図書館協議会委員にグ
ループﾟの代表者を１名選
出した。
・ボランティア向けの図書
館情報研修会を３回実施し
た。

積極的な協働運営により目
標達成がスムーズであった
ため期待を上回る。

文化新聞以外の新聞につい
ても記事見出し情報の公開
をしたいが、そのためには
見出しデータの入力を行い
電子化することが必要とな
る。

一部着手できなかった項目
があったが、ほぼ期待どお
り。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・文化新聞の過去2年分の
飯能に関する記事見出し
データを図書館ホームペー
ジで公開した。
・文化新聞以外の飯能に関
する新聞記事はスクラップ
したがデータ入力に着手で
きなかった。
・昭和27年から昭和59年ま
での文化新聞を電子書籍化
し、平成26年４月からイン
ターネット上で公開する予
定。

＜今後の課題等＞
文化新聞以外の新聞につい
ても記事見出し情報の公開
をしたいが、そのためには
見出しデータの入力を行い
電子化することが必要とな
る。

事
業
名

飯能に関するニュー
スの収集

連携事業が一部未実施で
あったため期待を下回っ
た。

＜今後の課題等＞
郷土館・体育課との連携事
業は順調だが、議会図書室
との連携事業は実施できな
かったり、実施できても内
容が不十分のものが多いの
で更に充実させてゆく必要
がある。

事
業
名

郷土館・議会図書室
との連携

4

図書館 飯能に関するニュースを収
集・整理して公開する。

・飯能に関する新聞記事のスク
ラップを行い、見出し記事をデー
タ入力する。
・文化新聞のバックナンバーを
電子書籍化し、記事を検索でき
るようにする。

・飯能関連新聞見出しデータを
図書館Ｗｅｂサイトで公開する。
・緊急雇用創出基金事業として
25年８月～26年３月に文化新
聞電子化を行う。

3

図書館 郷土館・議会図書室と連携
し、利用者の調査・研究活
動を支援する態勢を整え
る。

・郷土館と連携した企画展示を
開催する。
・議会図書室を窓口とした資
料・情報提供サービスを開始す
る。

・郷土館の協力により７月に開
館記念展示を開催する。
・飯能に関する新聞記事見出し
を定期的に議会事務局に配信
する。
・図書館で購入した地方自治・
地方行政・議会運営に関する
図書のリスト・内容紹介を議会
事務局に配信する。
・議会図書室経由での資料配
送サービスを実施する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・郷土館・体育課との連携
事業は順調に実施できた。
・飯能に関する新聞記事見
出しの配信が実施できな
かった。
・その他の議会事務局との
連携事業は目標を達成し
た。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・３月末までの受入冊数は
1万冊を超え受入冊数目標
を達成した。
・雑誌スポンサー事業は目
標額の75％の達成率であっ
たが、不足額の約51倍の寄
附金をいただき蔵書の充実
が図れた。
・ボランティアの協力によ
り寄贈資料リサイクルを実
施した。
・その他の事業も目標を達
成した。

達成指標のほか新サービス
を開始することができ期待
を上回る。

＜今後の課題等＞
新たな雑誌スポンサーの確
保に向けて、地元企業・団
体から問い合わせがもらえ
るように制度のＰＲをして
ゆくことが必要。
　データベース等は導入で
きたが、今後活用してもら
うための方策が必要。

事
業
名

資料・情報提供の充
実

すべて予定どおり達成する
ことができ、期待どおり。

＜今後の課題等＞
職員の図書館業務研修は継
続して定期的に実施するこ
とが必要であるが、臨時職
員については受講機会を確
保することが難しい。

事
業
名 新図書館の開館

2

図書館 各種資料、情報源を提供
し、利用者の調査・研究活
動を支援する態勢を整え
る。

・新図書館の蔵書を充実する。
・雑誌スポンサー制度を導入す
る。
・寄贈資料を有効活用する。
・オンラインデータベースの使用
契約を行う。
・音楽配信サービスの使用契
約を行う。
・インターネット利用可能な館内
環境を整える。

・年間受入目標冊数を１万冊と
する。
・雑誌スポンサー３団体、寄付
額24万円を目標とする。
・寄贈資料の有効活用システ
ムを構築する。
・７月に４種類以上の有料デー
タベースを導入する。
・７月に音楽配信サービスを導
入する。
・７月にタブレット型ＰＣの貸し出
しサービスを導入する。

1

図書館 平成25年７月に新図書館を
開館させるための準備を行
う。

・新図書館の管理運営に必要
な各種契約の締結を行う。
・臨時職員の採用を行う。
・新図書館への資料移転を行
う。
・図書館システムの更新を行
う。
・蔵書点検を行う。
・新図書館開館記念行事を企
画・開催する。
・職員の各種業務研修を行う。

・７月までに清掃・警備・各種設
備保守委託契約を締結する。
・４月に臨時職員４名の採用を
行う。
・５月までに旧図書館から新図
書館への資料移転（19万冊）を
行う。
・６月に図書館システムの入れ
替え並びに蔵書点検（26万冊）
を実施する。
・７月に開館記念講演会を開催
する。
・５～６月に体験型を含め５種
類以上の業務研修を実施す
る。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・予定した事業については
すべて達成指標を満たすこ
とができた。
・職員の業務研修について
は、目標を上回る研修実施
ができた。

５．図　書　館

重 点 施 策 名
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率 100%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

学校図書室等との連
携

すべて目標どおりに達成で
きたため期待どおり。

事
業
名

学校との連携は徐々に拡大
の方向にあるが、保育所と
の連携は具体的な連携の仕
方を含めて今後の課題であ
る。

「飯能市子ども読書活動推
進計画」に基づき、学校図
書館・保育所などと連携し
て読書活動を推進する。

・幼児・児童・生徒に図書館の
使い方を知ってもらうため、図
書館見学や出前講座などを実
施する。
・図書主任・図書整理員・保育
士に図書館の利用法について
理解してもらうための機会を設
ける。

・図書館見学10団体以上実
施、出前講座３団体以上実施を
目標とする。
・ブックフェア会場として図書館
を使用するほか、図書主任・図
書整理員・保育士などを対象と
して図書館見学会を開催する。

6

図書館

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

重 点 施 策 名

・図書館見学・出前講座は
目標値を達成した。
・６月に学校図書主任を対
象とした新図書館の説明会
を実施したほか、10月に校
長研修会で読書が児童に与
える影響について講演を
行った。
・３月に調べ学習用図書
セットを購入し学校への貸
出しを開始した。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

H22からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

H22からの継続目標

＜達成率 95%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

H24からの継続目標

＜達成率 105%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実

H22からの継続目標

　市民の要望や地域課題を捉
えた新たなシリーズによる講座
を１講座以上開催する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

2

公民館 　生涯学習の推進のため、
市民への情報発信を積極
的に行う。

　公民館と生涯学習課、体育課
及び他部局との連携を図る。地
域住民が講座に興味を持つよ
うな情報発信を行う。

　地区行政センター（公民館）だ
よりによる市民周知する。公民
館独自の出前講座を２回～３回
程度及び生涯学習課と連携し
た出前講座を１回以上開催す
る。

７．公　民　館　

重 点 施 策 名

1

公民館 　地域課題や社会の変化
に応じた公民館の講座を開
催する。

他課との連携を深める必要
はあるが、事業の情報発信
が図られており概ね期待ど
おり。

＜今後の課題等＞
　４月から「広報はんの
う」は月１回の発行となっ
たため、ホームページの活
用や公民館だよりなどの充
実により情報発信を積極的
に行う。

事
業
名 学習相談体制の充実

　中間報告のほか、国宝と歴史
のまち探訪、帰宅困難者体験
ウオーキング、野菜いっぱい創
作料理講座、太極拳体験講
座、交通安全教室、施設見学
会、機織り体験講座などを開催
した。

それぞれの館で工夫を凝ら
して開催することができ、
期待どおり。

＜今後の課題等＞
　各種講座のマンネリ化傾
向があるため、新たな団
体・機関等の連携による事
業展開が必要である。

事
業
名 学級講座の充実

　地域の特性を生かした講座の
開設するため、市民の要望や
地域課題を捉え、市民満足度
の向上を図る講座を計画する。
また、講座の推進に当たり企画
書を作成する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

　加治東ふれあい広場と連携し
た介護関係講座や児童館との
連携による子ども映画会、体験
交流会として工作、料理、天体
観察を実施した。ロッククライミ
ング教室、名栗広場との共催
事業不思議で楽しい山の話講
座などを開催した。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

　公民館だよりの発行のほか、
申告講座、交通安全出前講
座、防災講座、リサイクル講
座、出張名作映画会などを開
催した。
生涯学習課と連携した出前講
座は実施できなかった。

　ウオーキング事業を積極
的に実施し、新たな参加者
の拡大を図る。

　身近なコースを活用した参加
しやすい講座を開催する。
新たな参加ができる講座を検
討するとともに、新たな参加者
の目標値を定める。

　新たな参加者の目標値を達
成する。

3

公民館 　学校や青少年関係団体、
地域の団体などと公民館が
連携した事業を行う。

　学校や各種団体連携した事
業推進のため、関係機関との
連携強化をより一層行い、協力
して進められる事業を計画す
る。

　継続事業を推進するとともに、
年度内に新たな講座を１講座
以上開催する。

様々なハイキング、ウオーキ
ング事業を単独事業として、ま
た、各館との共催事業として実
施した。
新規参加者については、全体
数では、目標値を達成したが、
各々の館の達成値について
は、達成で きな かった館もあ
る。
全体の目標値は、418人であっ
たが、681人の参加を得た。

目標値を上回る参加者が
あったため期待を上回る。

＜今後の課題等＞
　新たな参加者やリピー
ターを増やすためには、
コース内容や開催時期など
の工夫が必要である。ま
た、他地区との合同事業や
公共交通機関の利用なども
取り入れたコース設定を
行っていくことも今後の検
討課題となる。

事
業
名 健康増進講座の充実

目標を概ね達成できたので
期待どおり。

＜今後の課題等＞
　学校や青少年関係団体と
の連携を図るため、今後
は、あらゆる機会を設け積
極的に学校等関係機関との
連携を進めたい。

事
業
名 学校との連携

公民館

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

4
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率 120%＞ ＜Ｓ評価＞

３ 地域学習の充実

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ｂ評価＞

３ 地域学習の充実

新規目標

＜達成率80%＞ ＜Ｃ評価＞

３ 地域学習の充実

Ｈ20からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

３ 地域学習の充実

Ｈ19からの継続目標

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

10月に「飯能の災害史年表」を掲載
したが、他の2項目は準備をすすめ
てはいたものの、掲載できなかっ
た。しかし、館内の業務や日々の出
来事を紹介する「郷土館日誌」の掲
載を始めた。また、「麦づくり」のペー
ジに11月は6,845件のアクセスがあ
り、これは市のページのうち4番目に
多いアクセス数だった。

一部計画どおりに進まな
かったが、概ね計画どおり
でありほぼ期待どおり。

＜今後の課題等＞
現在、「地域の歴史情報」
に掲載されている「麦づく
り」のアクセス数が非常に
多いため、このような情報
発信につながる項目は今後
も必要であり、意図的にす
すめる必要がある。

事
業
名

地域の歴史情報の積
極的な発信

4

郷土館 ホームページ等を活用し、
地域の歴史情報を積極的
に発信する。

地域の情報センターとしての郷
土館の機能強化のために、地
域を再発見できる情報や地域
学習に役立つ情報をホーム
ページに掲載する。

郷土館ホームページの「地域の
歴史情報」のページに新しい項
目を3つ以上追加する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

2

　名栗くらしの展示室を設
置し、体験学習会等の事業
を開始する。

収蔵資料の整理がはかどら
ず、期待を下回る。

＜今後の課題等＞
どうしても他の事業に押さ
れ後回しになってしまっ
た。今後も、整理作業を意
識的に進める必要がある。

事
業
名 収蔵資料整理の推進

3

郷土館 　古文書、民具、古写真な
どの収蔵資料の整理を推
進する。

収蔵資料の整理をすすめること
は、そこから情報をひきだすこ
とでもあり、展示・学習会の充
実、市民からの問い合わせなど
の対応などに活かせ、市民
サービスの向上につながる。整
理作業に職員の時間がなかな
か割けない状況だか、計画的
に時間をとり、整理をすすめる。

収蔵資料の整理をすすめ、古
文書250点以上、古写真100点
以上のカードを作成し台帳に登
録する。さらに約6,000点の民
具の分類を行い登録する。

民具分類のデータ入力のチェッ
クはできなかった。
古写真は合計110点の整理が
でき目標を達成したが、古文書
については100点しか整理が進
まなかった。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

下半期になって展示工事の手
続き等で事業が遅れたが、１月
以降、重点的に業務を行い、展
示室は予定通り完成した。ま
た、３回の機織り体験講座を実
施し、毎回30人程度の参加者
を得た。

計画どおりに進めることが
でき、期待どおり。

＜今後の課題等＞
26年度に正式開室する。当
館と名栗公民館共催による
体験講座の実施のほか、エ
コツーリズムや地域の団体
等により積極的に利用され
るように促す。

事
業
名

名栗くらしの展示室
の設置

郷土館

49日間の会期中、のべ5,680
人、１日平均119.6人と多くの入
館者があった。これまでに比べ
若い世代の入館者が多かっ
た。アンケートによる満足度は
89.6％、防災意識を持った人が
85.7%と予想以上に好評で、新
聞等にも多く取り上げられた。

目標値を顕著に上回り、か
つ新聞紙上にも取り上げら
れ、期待を上回る。

＜今後の課題等＞
引き続き、地域の課題に直
結するテーマを選び、内容
が充実した特別展とするよ
うに心がける。また、宣伝
等も積極的にすすめる。

事
業
名 特別展の充実

　地域で起こった過去の災害に
ついて知り、地域防災に寄与で
きるように特別展の内容を充実
するとともに、多くの人に見てい
ただけるよう広報活動等を積極
的に展開する。

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

　名栗地区行政センター2階に
名栗くらしの展示室を設置し、
市民向けの体験学習講座を開
催する。

名栗くらしの展示室の完成と民
具を用いた市民向け体験講座
の実施。

８．郷　土　館　

重 点 施 策 名

1

郷土館 　特別展「飯能の災害史
（仮称）」の充実を図る。

　入館者のアンケートによる満
足度75％以上、展示を見て防
災意識が変わった人の割合を
70％以上とする。

基
本
方
針


